
図 農水省 HP で公開中の「みどりの食料システム戦略」技術カタログ

写真「害虫吸引ロボット」1号機

近年、あらゆる産業で SDGs(持続可能な開発目標)や環境を重視する動き

が進んでいます。農業においても生産者の減少や高齢化による生産力の低

下や地球温暖化による気象災害の頻発など、農業の持続可能性への懸念が

高まっていることから、国は令和３年５月に政策方針として「みどりの食

料システム戦略」を策定しました。この戦略は環境負荷の低減を図りなが

ら、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立を目指しており、2050

年までの目標として「化学農薬使用量(リスク換算)の 50％低減」「化学肥

料使用量の 30％低減」などが掲げられています。

当研究所では 20 年以上前から環境負荷軽減の目的で化学肥料や農薬の

使用量を削減するための技術開発を続けており、新たな数値目標が設定さ

れたことになります。現在、本所では茶業研究センターが中心となり進め

ている新成長戦略研究課題「持続性の高い農業生産システムの構築によ

る県特産品の生産力強化」の中で新たな目標に向けた技術開発を進めています。具体的には「葉菜類ほ場を

対象に緑肥植物や地域から出る有機質資源を利用した化学肥料代替可能な施肥モデルの策定」、「イチゴ、温

室メロン等を対象に化学農薬使用量を削減するための新たな物理的防除技術の開発」、「イチゴ・温室メロン

で輸出にも対応できる減農薬栽培体系の構

築」の３つの部分を担当しています。この他

にも、農薬を削減する新たな害虫防除技術と

して「害虫吸引ロボット」や「天敵」を利用

した防除に関する研究等も継続して進めてい

るところです。

戦略目標達成に向けた当研究所の研究成果

は農林水産省のホームページに「みどりの食

料システム戦略」技術カタログ（現場への普

及が期待される新技術）として、国や他県の

成果とともに公表されています。

当研究所は今後も他の研究機関と協力しな

がら、環境負荷を軽減して持続可能な農業を

目指した技術開発に取り組んでまいります。
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図 施肥設計試算シートの入力画面と茶園土壌中の無機態窒素推定量の推移グラフ

有機質肥料の窒素肥効は、化成肥料に比べ様々な要因が影響し複雑なことから、茶の有機栽培における施

肥設計はイメージしにくいという課題がありました。

そこで、各種有機質

肥料の窒素無機化特性

（茶樹が利用可能な窒

素の増えやすさ）と、

茶園土壌中の窒素の降

雨による溶脱や茶樹に

よる吸収、県内各地の

気象条件等に基づき、

茶園土壌中の無機態窒

素（茶樹が利用可能

な窒素）の推定量を

見える化した「茶の有機栽培のための施肥設計試算シート」を作成しました。

この施肥設計シートでは、使用する有機質資材の種類や施用量、施用時期を調整しながら施肥設計が可能

となります。本シートは茶業研究センターのホームページで公開していますので、是非ご利用下さい。

（茶業研究センター 茶環境適応技術科 上席研究員 白鳥克哉）

伊豆農業研究センターでは、伊豆特産花きであるマーガ

レット品種の育成に取り組み、これまでに 53品種を育成し、

産地に導入されてきました。

マーガレットは地中海沿岸の温暖な気候の地域が原産で

11月から翌年５月まで開花しますが、日本の夏の高温下で

は生育が停滞し、枯れてしまうこともあります。そのため、

生産者から、夏季に出荷できる品目の育成が強く望まれて

いました。

マーガレットに夏季に開花する特性を付与するため、近

縁のキク科植物であるローマンカモミールとの雑種作出に取り組みました。多くの雑種個体の夏季開花性等

を調査し、１個体を選抜、‘ニューサマーステラ’として 2023 年に種苗登録申請し、2024 年度から本格的に

生産販売が始まりました。‘ニューサマーステラ’は５月から 11月まで連続して開花し開花数も多く、これ

までにない夏季開花性の品目として、産地や市場から期待されています。

伊豆農業研究センターでは、今後も多様化する産地の課題や市場ニーズに合わせ、マーガレット類の品種

展開を通じ県内花き産地の振興に取り組んでまいります。

（伊豆農業研究センター 生育・加工技術科 科長 江本勇治）
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